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【手続補正書】
【提出日】平成29年3月1日(2017.3.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アリール基含有シロキサン組成物であって、
　（Ａ）１分子当たり少なくとも２つのアルケニル基を有するオルガノポリシロキサン、
　（Ｂ）１分子当たり少なくとも２つのケイ素に結合した水素原子を有するオルガノポリ
シロキサン、及び
　（Ｃ）アルカリ土類金属を含む熱安定化組成物
　の（Ｄ）ヒドロシリル化触媒の存在下での反応生成物を含み、
　成分（Ａ）又は（Ｂ）の少なくとも１つが少なくとも１つのアリール基を含む、アリー
ル基含有シロキサン組成物。
【請求項２】
　前記熱安定化組成物が、
　（ｉ）式Ｍ（ＯＨ）２ｐＨ２Ｏを含み、式中、Ｍがアルカリ土類金属を表し、ｐが０～
８の範囲にある、アルカリ土類金属水酸化物又はアルカリ土類金属水酸化物水和物、及び
　（ｉｉ）成分（ｉ）と反応性の官能基を有する少なくとも１種のケイ素含有化合物の反
応生成物を含み、
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　式中、前記アルカリ土類金属Ｍが前記熱安定化組成物の全重量の０．１～２５重量パー
セントの範囲の量で存在する、請求項１に記載のシロキサン組成物。
【請求項３】
　前記少なくとも１種のケイ素含有化合物が、シラノール官能性シロキサン、シラノール
官能性シラン、アルコキシ官能性シラン、アルコキシ官能性シロキサン、又はその任意の
組合せから選択される、請求項２に記載のシロキサン組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１種のケイ素含有化合物が、クロロ官能性シロキサン、クロロ官能性シ
ラン、又はその任意の組合せから選択される、請求項２に記載のシロキサン組成物。
【請求項５】
　前記熱安定化組成物が、
　（ｉ）アルカリ土類金属酸化物、及び
　（ｉｉ）クロロ官能性シラン又はクロロ官能性シロキサン又はその組合せを含む少なく
とも１種のクロロ官能性ケイ素含有化合物の反応生成物を含む、請求項１に記載のシロキ
サン組成物。
【請求項６】
　アリール基含有シロキサン組成物であって、
　（Ａ１）Ｍ、Ｄ、Ｔ及び／又はＱ単位を含み、１分子当たり少なくとも２つのアルケニ
ル基を有し、前記少なくとも２つのアルケニル基がＭ単位経由及び／又はＤ単位経由のみ
で結合しているアルカリ土類金属含有オルガノポリシロキサン、
　（Ｂ１）１分子当たり少なくとも２つのケイ素に結合した水素原子を有するオルガノポ
リシロキサンの
　（Ｃ１）ヒドロシリル化触媒の存在下での反応生成物を含み、
　成分（Ａ１）又は（Ｂ１）の少なくとも１つが少なくとも１つのアリール基を含む、ア
リール基含有シロキサン組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも２つのアルケニル基の少なくとも２０モル％が前記Ｍ単位経由で結合し
、前記少なくとも２つのアルケニル基の残りが前記Ｄ単位経由で結合する、請求項６に記
載のシロキサン組成物。
【請求項８】
　成分（Ａ１）が、
　（ｉ）アルカリ土類金属酸化物、或いは、式Ｍ（ＯＨ）２ｐＨ２Ｏを含み、式中Ｍがア
ルカリ土類金属を表し、ｐが０～８の範囲にある、アルカリ土類金属水酸化物又はアルカ
リ土類金属水酸化物水和物、及び
　（ｉｉ）式　Ｒ１１

ｎ（Ｘ２）ｙＳｉＯ（（４－ｎ－ｙ）／２）の少なくとも１種のケ
イ素含有化合物の反応生成物を含み、
　式中、
　前記添え字ｎが０．８～２．２の範囲にあり、
　前記添え字ｙが０．０１～３の範囲にあり、
　各Ｘ２が加水分解性基を個別に表し、
　脂肪族不飽和炭素－炭素結合を含む任意のＲ１１がＭ単位経由及び／又はＤ単位経由で
結合するという前提で、各Ｒ１１が水素原子又は脂肪族不飽和炭素－炭素結合を含まない
一価炭化水素基又は脂肪族不飽和炭素－炭素結合を有する一価炭化水素基を個別に表す、
請求項６又は請求項７に記載のシロキサン組成物。
【請求項９】
　ＳｉＨ／Ｖｉモル比１：１～３：１を有する、請求項１～８のいずれか一項に記載のシ
ロキサン組成物。
【請求項１０】
　発光素子の封入層用の請求項１～９のいずれか一項に記載のアリール基含有シロキサン
組成物。
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【請求項１１】
　アリール基含有シロキサン組成物の形成方法であって、
　請求項２～５のいずれか一に記載の熱安定化組成物と（Ａ）１分子当たり少なくとも２
つのアルケニル基を有するオルガノポリシロキサン、及び（Ｂ）１分子当たり少なくとも
２つのケイ素に結合した水素原子を有するオルガノポリシロキサンとをヒドロシリル化触
媒の存在において一緒に反応させる工程を含み、成分（Ａ）又は（Ｂ）の少なくとも１つ
が少なくとも１つアリール基を含む、方法。
【請求項１２】
　アリール基含有シロキサン組成物の形成方法であって、
　（ａ）アルカリ土類金属を含み、及びＭ、Ｄ、Ｔ及び／又はＱ単位を含み、及び１分子
当たり少なくとも２つのアルケニル基を有し、前記少なくとも２つのアルケニル基がＭ単
位経由及び／又はＤ単位経由のみで結合する、アルカリ土類金属含有オルガノポリシロキ
サンを形成する工程、及び
　（ｂ）成分（ａ）と（ｉ）１分子当たり少なくとも２つのケイ素に結合した水素原子を
有するオルガノポリシロキサンとを（ｉｉ）ヒドロシリル化触媒の存在下で反応させる工
程を含み、成分（ａ）又は（ｉ）の少なくとも１つが少なくとも１つアリール基を含む、
方法。
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